
第 20 回（平成 24 年度 第１回） 神戸大学・暁木会意見交換会 議事録 

 

日時：平成 24 年 6 月 7 日（木）18：30～20：30 

場所：神戸大学工学部（生協食堂・AMEC3）  

 

【出席者（敬称略・順不同）】 

暁木会：井澤，小畑，山口，宇都，古川，野並，本下，田中，水池（9名） 

大 学：道奥，川谷，飯塚，芥川，大石，小池，鍬田，三木，河井，宮本，内山，鈴木，

 織田澤（１3名） 

 

【配布資料】 

資料 1：第 20 回（平成 24 年度 第 1 回）暁木会・神戸大学意見交換会 

資料 2： H24 プロジェクトマネジメント講義予定 

資料 3：市民工学キャリアアップ・プログラムの紹介 

 

【議事】 

１．暁木会会長あいさつ 

 市民工学教室との意見交換会の開会にあたり，井澤会長より挨拶がなされた． 

 

２．市民工学専攻長あいさつ 

 暁木会との意見交換会の開会にあたり，道奥専攻長より挨拶がなされた． 

 

３．学術振興基金助成金の贈呈 

 暁木会より市民工学教室へ学術振興基金助成金が贈呈された． 

 

 

写真 1：井澤会長より道奥学科長へ助成金の贈呈 

 

４．乾杯 

  

５．自己紹介 



６．暁木会からの報告 

① 平成 23 年度総会報告 

 暁木会総会・懇親会への出席について 

昨年度は研究室の謝恩会のため懇親会を退席した卒業生がいたが，今後同様な

ことがないよう暁木会から強く要請があった． 

② 年度行事予定 

③ 会費会員増強方策 

 資料に沿って会員増強の取り組み方針について説明があった．若年層の加入率増

加に向けて教室へ協力の要請があった． 

 暁木会会費会員への登録について，卒業時に教室から卒業生へ働きかけることと

なった．会費会員登録に係る資料については，暁木会が用意する． 

④ 名簿の更新について 

 名簿更新の進め方，予算・スケジュール，調整課題について説明があった． 

 教室の情報については KTC から受け取ったファイルを更新する形で進める．窓口

を織田澤教学委員とし，7 月末まで． 

⑤ 暁木会ニュースについて 

 原稿の依頼があった．依頼の詳細は以下のとおり：研究報告（鈴木助教），現役学

生生活紹介（就職活動レポート： A4 二枚で 3〜4 人，織田澤教学委員が窓口），

いずれも原稿の締切りは７月末である． 

⑥ 総会の開催方法について 

 卒・修了生名簿（学生氏名，講座名，就職先を記載）の配布について暁木会から

打診があり，教室会議での審議を経て回答することとなった． 

 自己紹介の時間短縮のため，就職予定者のみの紹介を行うことが提案され承認さ

れた． 

 修士論文優秀発表賞受賞者数の削減（現在の 4 名から 2 名程度へ）について教室

で検討することとなった． 

 優秀学生の表彰理由を A4 で１枚（全員分）にまとめた資料を教室が作成すること

となった． 

 

７，神戸大学からの報告 

① 工学フォーラム 2012 について 

 三木准教授より，工学フォーラム 2012 の開催について以下の情報提供があった． 

 平成２４年１１月２７日（火）13：00-19：30 （18：00-19：30 交流会） 

 会場：神戸市産業振興センター 

② プロジェクトマネジメント（PM）について 

 川谷教授より今年度の講義を資料 2 のとおり実施する予定であることが報告され

た．なお，講師 1 人当たりの講義コマ数を増やすことによって，ED 教育的な要素

を組み入れやすくするなど，これまでに検討を重ねてきた内容を反映した形とな

っている．暁木会からの継続的なご協力に対して教室から謝意が伝えられた． 

③ 暁木会から JABEE 実施審査へのオブザーバー人材の推挙・派遣 



 芥川前専攻長から資料に沿って説明があり，適任者がいれば推薦いただくようお

願いがあった．なお，今年度の受付は既に終了しているため，来年度以降の登録

となる． 

④ 工学サミット（9/21(金)開催予定，市民工学専攻担当）について 

 第 32 回（9 月 21 日（金）午後開催）を市民工学専攻が担当することが報告され

た．また，工学サミットの趣旨について説明があり，当日の参加を含め協力の呼

びかけがなされた． 

⑤ キャリアアップ・プログラムにおける暁木会との連携について 

 内山准教授より資料 3 に沿って説明があった． 

 暁木会からは以下のような意見が寄せられた． 

 土木業界における将来のキャリアや活躍できるフィールドをよく知らな

い学生も多い． 

 エンジニアとして生きることの魅力を伝える機会も作るべきである．（プ

ロジェクトマネジメントはその機会とも位置づけられる）． 

 有意義なプログラムであり，模擬面接など協力できる部分も多い． 

 教室と暁木会との連携について今後も継続して審議することとなった． 

 

 

写真 2：意見交換会の様子 

 

８．閉会 

 

【今後の予定】 

2012年10月11日(木) 18：30～ 第２回意見交換会 場所：神戸大学工学部生協食堂AMEC
3
 

2013年 1月17日(木) 19：00～ 第３回意見交換会 場所：三宮(未定) 

 

 

以上 

（記録：市民工学専攻教務学生委員 織田澤利守） 

 


